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学校目標　　「子どもが育つ学校～こころ・からだ・きずな」
学校教育方針

令和3年度　学校自己評価目標　
(1)安全・安心で美しい学校をめざします。
(2)学校から積極的に情報を発信し、家庭・地域とさらに、多様に、つながります。

(4)校内研修を充実させ、教職員の資質向上を図ります。
(5)社会的自立に向けたキャリア形成の支援に努めます。

学部・分掌目標 具体的な取り組み 達成状況（今年度実績） 取組について 評点 評価グラフ 取組効果について 評点 評価グラフ 取組について 評点 評価グラフ 取組効果について 評点 評価グラフ 成果と今後の課題
１　キャリア教育における挨
拶と人とのかかわりを重視
し、登下校時の挨拶が自分
なりの方法でできるよう指導
支援を行う。

１　朝の会、終わりの会で、友だちや教師
に向けて「おはようございます」「さような
ら」の挨拶をする場面を設定する。登下校
時の教室への出入りの際にも挨拶の機会
を設けて取り組む。実態に応じ、道徳の授
業でも挨拶についての取り組みを行う。挨
拶の様子を撮影し、児童自身がモニターで
確認できるように工夫する。

1 朝の会や終わりの会、教室の出入り口、下校直前
など、各クラスの児童が分かりやすい方法で挨拶す
る場面を設定し、習慣化できている。　特に設定場面
では相手に向かい挨拶することを促し、挨拶を受け
た側も挨拶を返す姿が見られる。また設定場面以外
でも廊下で自ら挨拶をする児童も増えてきている。
　道徳の授業で取り組み、動画を確認して振り返りが
できた学年もある。

1　挨拶の機会を十分に設定できた
か。
　　相手に向けて挨拶することを意識
づけできたか。
　　道徳の授業で取り組むことができ
たか。
　　モニターで確認し児童自身にフィー
ドバックするなど、実態に応じた取り組
みができたか。

3.49

１　設定場面で自分なりの方法で挨拶
ができたか。
　　友だちや教師に向かって挨拶がで
きたか。

3.49

②あいさつについて、お子さまの
変化や成長を感じられますか。

3.24

　日々の取り組みの結果、教員、保護者ともに８割を超える回答に効果や成長を感じると
頂いている。外部との交流の機会が制限される中、日頃の挨拶練習の成果を、より多くの
相手と、多様な場面で発揮できるような、汎化を促す取り組みにまでは至っていない。そ
のことが、ご家庭での生活場面で変化を感じられないというようなCDEの回答につながっ
ているのではと考察する。今後も挨拶場面のみならず、クラス、学年、学部を超えた校内
外での挨拶にも積極的に取り組む必要がある。

２　キャリア教育の中の清潔
を重視し、必要なタイミング
での手洗いや実態に応じた
マスクの着用ができるよう指
導支援を行う。

２　教室外での活動の後や給食の前後
等、１日のスケジュールの中に手洗いの時
間を設定する。手洗い後のハンカチの準
備を連絡帳や学年通信で保護者に依頼す
る。一定時間のマスクの着用や習慣化に
向け、児童の実態に合わせて取り組む。
実態に合わせて性教育の授業でも手洗い
やマスクの着用について取り組みを行う。

２　登校後や水分補給の前、教室への出入りの後、
給食前など、日々のスケジュールの中に手洗いの時
間を設定した。習慣化する中で、自らまたは言葉か
けで手洗いできる児童もいる。マスクの着用は昨年
度からの継続した取り組みで着用できる児童が増え
ている。また、マスクが濡れてしまう場合に、学校医
のアドバイスにより児童用フェイスシールドの使用に
切り替えて代替使用ができているケースもある。

2　必要なタイミングで手洗いが設定
できたか。
　　連絡帳や通信で保護者にハンカチ
の依頼ができたか。
　　性教育等、授業の中でも実態に応
じて取り組むことができたか。 3.56

２　手洗いの設定のタイミングで手を
洗うことができたか。
　　手洗い後のハンカチが使用できた
か。
　　児童の実態に合ったマスクの着用
ができたか。 3.57

③マスクの着用や手洗いについ
て、お子さまの変化や成長を感じ
られますか。

3.44

　感染症対策継続の中、マスクの着用や手洗いに関しても、昨年度に引き続き重点的に
取り組んだ。手洗いに関しては促しや手添えが必要な場合もあるが、学校生活のスケ
ジュールに組み込んでルーティン化し、自発的に必要なタイミングで実施できるケースも
増えている。マスクの着用に関しては、小学部段階で完全に鼻と口を覆う正確な着用が
難しい児童も多いが、全く着けられていなかった児童が、短時間でも繰り返し着けられる
ようになったり、言葉かけやサインにより、その都度マスクを直すことができたりすることも
増えた。取り組みの継続が成果や感染症対策の効果に繋がっている。取り換え用のマス
クや不織布マスクの利用に関して、ご家庭から多大なご協力を頂いた。今後も引き続き連
携・協力したい。

１　キャリア教育における、
場に応じた言動を重視し、そ
の場に応じて、挨拶やお礼
など、礼儀に関する言動をと
ることができるよう指導支援
を行う。

１　礼儀に関する言動について考える場面
を設定する。ＩＣＴ機器などを活用し、指導
方法を工夫する。個々に応じた表現方法を
身につけられるよう、必要に応じて工夫す
る。

日常生活や国数、道徳の授業の中で礼儀に関する
言動について考える場面を設定した。また、「中学生
かるた」を生徒と一緒に作ることで、具体的場面をイ
メージすることができた。ICT機器等を活用することで
多くの生徒が注目して学習することができた。挨拶
は、言葉の他に手話やジェスチャーで表現すること
ができた。

1　礼儀に関する言動について考える
場面を設定することができたか。
　　個々に応じた表現方法を工夫する
ことができたか。
　　ＩＣＴ機器など利用して指導方法を
工夫することができたか。

3.47

１　自分に合った表現方法で、その場
に応じた挨拶や言動をとることができ
たか。

3.47

②場に応じた言動（あいさつ、お
礼等）について、お子さまの変化
や成長を感じられますか。

3.14

　教員のアンケート結果では、AB合わせるとほぼ１００％ということで、成果があったと考
えられる。しかし、保護者の実感としては、変化を感じておられない方がいるので、連絡帳
や通信等を通じて、子どもの達成感や成長等をより積極的に情報共有していく必要があ
る。

２　キャリア教育における習
慣形式を重視し、必要な時
に手を洗う習慣を身につけ
られるよう指導支援を行う。

２　教室に戻ってきた時や給食準備時など
に、手を洗うように促す。また、個々に応じ
た支援の工夫を行い、習慣化できるように
する。

手洗いの大切さについて、個々に応じたグループ毎
に学習した。教師が設定した場面だけでなく、手が汚
れている時や教室に戻ってきた時に、自主的に手を
洗いに行く生徒の姿が見られるようになってきた。ま
た、適宜教師が言葉かけすることで、必要な時に手
洗いすることができた。手洗いが難しい生徒は、ウ
エットティッシュで拭く等の工夫を行った。

2　適切なタイミングで、手を洗うように
促すことができたか。
　　習慣化に向け、個々に応じた支援
の工夫ができたか。 3.60

２　一人一人の生徒が、必要な時に適
切に手を洗う習慣を身につけることが
できたか。

3.43

③清潔（手洗い・マスクの着用）に
ついて、お子さまの変化や成長を
感じられますか。

3.19

　コロナ禍の中、教員からの発信で、手洗い習慣は身についてきている。手洗いが難しい
生徒も、一緒に手洗いをしたり、消毒液のついた紙で手拭きをしたり等の工夫をして少し
ずつ行動に変化ががみられた。しかし、保護者の中には、まだまだ成長の変化を実感で
きない方がおり、今後も積極的に生徒の様子について情報を共有していく必要を感じる。
ただし、保護者の方には、マスクを不織布マスクに変えたり、予備のマスクを持たせたりと
様々なご協力をいただいた。

１　卒業後の生活を見据え、
挨拶、返事、身だしなみを含
めた人との接し方を理解し、
身につけられるよう指導支
援を行う。

１　各教科、課題学習、HR等において、語
先後礼の挨拶、適切な声の大きさでの返
事、身振りでの応答、ハンカチの携帯、服
装のチェックなど、個々の課題に応じて目
標を設定する。ICT機器を活用し、動画で
確認するなど、視覚的に理解が深まるよう
に工夫する。

各授業の導入や校内実習、現場実習の事前指導で
ビジネス用語や挨拶、適切な声量などの学習に取り
組み、意識づけができた。また、性教育や出前講座
を実施し、人との接し方や身だしなみについて意識し
て取り組む中で、自ら良くしていこうという姿がみられ
た。課題学習やSST、身だしなみ講座などでICT機器
を用いて姿勢や取り組みの様子などを撮影し、視覚
的に確認することで生徒の理解が深まった。

１　個々の生徒に応じて課題を設定す
ることができたか。
　　ICT機器を活用し、視覚的な理解
が深まるような指導支援を工夫するこ
とができたか。 3.47

１　人との接し方を理解し、挨拶、返
事、身だしなみなど、自分からできるこ
とが増えたか。

3.47

②人との接し方（挨拶、返事、身だ
しなみ等）について、お子さまの変
化や成長を感じられますか。

3.04

　教員では、ほぼ１００％、保護者も８５％がABの評価で、人との接し方に関して変化を感
じているという結果になった。挨拶、返事、身だしなみ等は、生徒が社会に出てから必要
な対人スキルで、高等部の期間にしっかりと身に付けさせたい。保護者で1割程度、変化
があまり感じられないとの回答があり、、教師側から学校での様子などを丁寧に伝えてい
くとともに、家庭との連携を密にしながら、日々の指導を丁寧に行っていくことが大切であ
る。

２　自分のことだけでなく、お
互いを尊重し、助け合うこと
ができるよう指導支援を行
う。

２　朝の会、終わりの会、係活動などにお
いて、自分の役割を果たすことの重要性を
示すとともに、友だちの役割を尊重したり、
助け合ったりできるよう、場に応じてわかり
やすく説明する。

朝の会などの司会、給食当番、掃除当番、係活動な
どで役割を分担することにより、自分の役割を責任を
もって果たせた。また、役割を明確化することで、互
いを尊重し、友だちと協力したり、声を掛け合って助
けたりと、他者の立場に立って思いやる気持ちを育
むことができた。

２　生徒がお互いを尊重、助け合える
関係を築けるよう、わかりやすく説明
したり、機会を設けたりすることができ
たか。

3.56

2 友だちの役割を尊重したり、助け合
う場面がみられたか。

3.53

③互いの尊重や助け合いについ
て、お子さまの変化や成長を感じ
られますか。

2.84

　互いの尊重や助け合いという観点から、教員は１００％ABの評価で、Aの評価も半数を
超え、生徒の変化や成長を感じている結果となった。一方で、保護者の評価はやや低く
なっている。学校生活の中での変化は、教師にとっては気づきやすいが、家庭では気づ
きにくい内容であり、そのような項目では、生徒の小さな変化も細やかに家庭に伝えてい
くことが大切だと考える。その中で、８０％近くの保護者が子供の変化や成長を感じる、ま
あそう思う。との回答で、少しずつでも成長を感じられている。定着のためには今後も指
導を継続していく必要がある。

１　共生社会の実現を目指
すため、お互いの存在や個
性を尊重し合い、何かを成
すために協力しようと思う気
持ちや態度を育めるよう指
導支援を行う。

１　学校生活において、生徒どうしが協力
して物事を考えたり決めたりする機会を積
極的に設ける。隣接する高等学校との交
流及び共同学習の機会を確保するととも
に、お互いを知ったり一緒に活動したりす
るための工夫が主体的にできるように支
援や助言を行う。

１　「総合的な探求の時間」や学級活動を中心に機会
を設けることができた。隣接校との交流及び共同学
習では、文化祭での共同アートの制作で、プランニン
グ段階から共に考えて意見交換を重ね、お互いが相
手を慮りながら、一つのものを作っていくことができ
た。体育祭では、ブロックごとのダンスに取り組み、
相手校生徒は分教室生徒がどのようにすれば参加し
やすいかを考え、また分教室生徒は指示をよく聞い
てお互いに協力する姿勢が多く見られた。

1 生徒どうしが協力して活動する機会
を設けることができたか。
　隣接校との交流の場を設けることが
できたか。
　他者理解を促す指導支援ができた
か。 3.30

１　話し合いや共同作業等の際に、相
手を慮る行動や発言が見られたか。
　　交流及び共同学習の際に、相手校
生徒と関わったり受け入れたりしようと
する行動や発言が見られたか。
　　相手校生徒と共に活動するため
に、生徒自身が自ら工夫する様子が
見られたか。

3.27

②互いの尊重や助け合いについ
て、お子さまの変化や成長を感じ
られますか。

3.11

　成果としては、交流及び共同学習においては、相手校生徒と仲間意識を持ち、自信を
持って取り組むことができた。また、学年を越えた関りが活発に行えた。対人コミュニケー
ション等について継続的に取り組んでいる成果だと言える。アンケートでは、教職員評価
は肯定的な意見が９０％以上を占める。保護者評価では、取り組み自体は９４％だが、成
長を感じるかという評価は８％少し下がる。これはCに移行したことと、参観行事が行えず
学校での生徒の成長した姿保護者に見ていただくことができなかったことも考えられる。
今後は、これまでの取り組みを継続しながら参観以外の場面でも子どもの成長が保護者
に伝わるような工夫や、家庭生活において力が発揮できるような工夫が必要と思われ
る。

２　学校での教育活動にお
いて、ICT機器の活用を推進
し、生徒の情報リテラシー力
を向上させられるよう指導支
援を行う。

２　総合的な探求の時間等において、タブ
レットやノートパソコンなどにおける調べ学
習や書類の作成、写真の整理などの課題
を設定する。その際に、調べた情報の真偽
や価値、目的への適切さなどについて指
導を行う。

２　「総合的な探求の時間」や「職業」の時間を中心に
情報端末の使用方法を学ぶ機会を設けた。キーボー
ドでの文字入力は、継続的に取り組むことで全体的
に力が向上している。修学旅行や宿泊学習、進路先
等の調べ学習では、不適切な情報を提供しているサ
イトを指摘し、何がおかしくて信用できないかを説明
した上で、公式サイトなどの作成元が責任を持って情
報を発信しているサイトを紹介する指導を行った。今
後も継続して取り組む予定である。

1 生徒どうしが協力して活動する機会
を設けることができたか。
　隣接校との交流の場を設けることが
できたか。
　他者理解を促す指導支援ができた
か。 3.30

２　情報端末を安全かつ丁寧に取り扱
えているか。
　　円滑に情報検索の操作を行えてい
るか。
　　キーボードやタブレットで文字入力
が行えているか。
　　目的に合致した情報を得ることが
できているか。
　　情報の真偽に着目しているか。

3.30

③情報リテラシー力の向上につい
て、お子さまの変化や成長を感じ
られますか。

2.61

　成果としては、パソコンによる入力が速くなり、授業がスムーズになった。調べ学習で
は、検索が速くなったことが挙げられる。しかし、情報の真偽についてはまだ未習熟な面
が目立つ。アンケートでは、教職員評価で肯定的な回答が９０％以上であった。しかし、保
護者評価の成長に関する結果が６４％と有意に低い。これはCとEに36％の回答がされた
ことが原因とわかる。加えて、保護者がコロナ禍のため学校での様子を見られなかったこ
と、家庭生活につながる成長が見えにくかったことが考えられる。今後は、これまでの取り
組みを継続しながら、情報機器の操作能力の成長を感じられるような発信と、情報リテラ
シーについて評価しやすい具体的な項目を示す工夫が必要であると思われる。

1　生活のリズムを整え、継
続して学習に取り組むよう
に、家庭、医療、福祉との連
携を図る。

１　授業内容や学習内容、時間設定に配
慮ができるよう、家庭との連携を大切にし、
医療、福祉関係者と連携を図り、児童・生
徒の現状を共有する。

１　授業日やスクーリング、遠足の設定では、保護者
や医療と連携し児童生徒の状況に応じて決めること
ができた。その結果、児童生徒への負担が少なく、安
全に活動に取り組む環境を整えることに繋がった。

１　家庭や関係機関と連携し、児童・
生徒の情報を把握できたか。
　　また、それらを授業計画に活かす
ことができたか。

3.38

1 児童生徒が、その時々の状態に合
わせ、安心安全に楽しく課題に取り組
むことができたか。

3.42

②お子さまは、安心安全な環境で
授業を楽しまれていますか。

2.00

　感染症の影響を大きく受ける訪問教育だが、学校と保護者と話し合いながら授業の設
定やスクーリング、遠足等を計画し実施することができた。また、感染が拡大している時
は振替授業日を設定し、学習を確保することができた。福祉や医療等の関係機関との連
携では、保護者の困りごとや、児童生徒の様子や現状を共有するやり取りを持つことはで
きているものの、今後も引き続き関係機関で情報の共有をしつつ、支援の漏れがないよう
にしていく必要がある。

２　スクーリングやタブレット
交流等、家以外の環境や他
者との関わる機会を充実さ
せる。

２　受け入れクラスや学年、学部の教師と
積極的に連携を図り、より良い授業を行う
ため共通理解を深める。

２　スクーリングや遠足などの校外活動に計画的に
取り組むことができた。学年の教師や関わりのある
職員と積極的に連携を図ることで、児童生徒をより深
くサポートできる体制に繋がり、児童生徒が他者に興
味関心を持ったり、自然なやり取りができたり、有意
義に活動に参加することができた。

２　交流クラスの教師と連携を図り、協
力して児童・生徒の学習の機会を充
実させるための工夫をすることができ
たか。
　タブレットなどの通信機器の設定を
し、家庭とやり取りができたか。
　スクーリングや校外学習の計画を立
て、無理なく実施できたか。

3.31

2　楽しくスクーリングやタブレット交流
に参加することができたか。

3.32

③家庭以外での学習機会は、お
子さまにとって有意義な学習とな
りましたか。

4.00

　昨年度に引き続き感染症の影響はあったものの、感染状況の増減のタイミングを見て
日程の調節をしたり、段階的に単独学習から交流学習に移行できるように様子を見なが
らスクーリングの設定をしたり、工夫して安全に活動を進めることができたと考えている。
ただ、感染症対策で、同級生と一緒に遠足に参加できなかったり、学年で一緒に活動す
る機会が少なかったりしたため、今後はより一層、感染症対策を行いながらスクーリング
や校外での活動に取り組めるように調節と工夫をしていく必要がある。

1　全校児童生徒の状況を
把握し、校内の関係部署や
外部の関係機関と有効につ
ながり支援する。

1　「校内支援アンケート」や日頃の聞き取
りで担任から得た情報を、校内の関係部署
と共有し、福祉や専門家につないで支援す
る。

1　アンケート結果や日々の情報を校内で共有した結
果、必要なケースでは関係部署や福祉、専門家と連
携を取り、協力して有効な支援につなぐことができ
た。

１　アンケートの結果や日頃得た情報
を共有することができたか。
　　必要に応じて校内外の部署や機
関と連携を図り、協力することができ
たか。 3.40

１　校内外の部署や機関と連携を図
り、協力して有効な支援を行うことがで
きたか。

3.41

①学校は、校内外の関係機関と
連携して、お子さまの支援を進め
ることができていますか。

2.74

　教員は児童生徒の支援ついて校内外の部署や機関との連携が概ねできたと回答して
おり、チームでの支援を進めることができたと考えられる。引き続き適切な対応に努めた
い。２割強の保護者が実感がない、あるいはわからないと感じておられる。どのご家庭と
も個別の教育支援計画等で関係機関を確認し、連絡帳等で連携した内容を伝えるように
する。また、必要に応じて保護者に外部の関係機関を紹介し、連携して支援をすすめてい
きたい。

2　保護者・福祉事業所・学
校の三者で連携を図り、児
童生徒へのよりよい支援を
行う。

2　トライアングル・プロジェクトについて職
員研修を行う。保護者には懇談会やプリン
ト配布等で説明を行い、連絡帳の共有に
ついては用紙や懇談等で希望を確認す
る。事業所にはプリントやホームページ等
で周知する。日々の情報共有や連携会議
等については適宜対応する。

２　4月には職員研修を行い、保護者へは学年懇談
会で説明を行った。事業所向けには、毎学期初めに
プリント配布及びホームページに掲示することで周知
した。10月には職員向けアンケートを実施し、本校の
現状をまとめた。三者で連携することで児童生徒へ
の支援につながるケースもあった。引き続き、連携に
努めたい。

２　トライアングル・プロジェクトについ
て職員研修を行うことができたか。
　　保護者へのプリント配付や説明を
行うことができたか。
　　事業所向けに、プリントやホーム
ページで必要な情報を発信することが
できたか。

3.21

２　教員がトライアングル・プロジェクト
について理解することができたか。
　　三者間の連携を推進することがで
きたか。
　　連携を生かし、児童生徒の支援を
すすめることができたか。

3.07

②学校は、「トライアングル」プロ
ジェクトについて、分かりやすく説
明することができていましたか。

2.86

　情報発信については、教員も保護者にも１～２割程度ずつ理解が深まっていないとの結
果がでており、今後も「トライアングル」プロジェクトについて丁寧に周知する必要があると
考える。また、連携の内容については、職員アンケートから日々の口頭での連携は概ね
できているとの回答であった。連絡帳の共有や連携会議については、時間的な調整の難
しさもあるが、よりよい形での連携を考え、支援に活かしていきたい。

総務部

重点目標
(2)(3)

１　新しいホームページを通
じて、学校からの情報発信
を迅速に行い、保護者や地
域へ本校の魅力や活動が
伝わるように取り組む。

１　複数の教員でホームページの管理や作
業を分担し、内容の見直しや更新をして新
しいホームページを見やすくする。
　行事の様子や日常の授業、教材紹介等
ブログ更新の機会を増やす。行事予定や
案内等、正しく情報を掲載する。

１　ホームページ管理方法を管理職や校務分掌、学
部の担当で研修し、各自が更新できるようにした。ま
た、放課後等デイサービス事業所への連絡や学校評
価、緊急時の対応、PTAなど、新しいバナーを設定
し、情報収集しやすくした。
　学校ブログは昨年度より1.5倍更新回数が増え、必
要な情報も適宜発信することができた。

総
務
部

１　ホームページの管理について、関
係教員で適切に業務を分担すること
ができたか。
　　児童生徒の日常の様子や学校行
事、入学案内等、伝えたい情報を迅
速に発信できたか。
　　学校ブログは昨年度より更新回数
が増えたか。

3.26

１　保護者や関係機関、地域にとって
見やすくわかりやすいホームページで
情報を提供することができたか。

3.19
総
務
部

①学校ホームページは見やすくわ
かりやすいですか。

2.67
総
務
部

　新ホームページへ移行する際、管理者を増員し、学校からの案内やブログなど情報を
迅速にく発信する体制を整えた。また、放課後等デイサービス事業所への連絡や学校評
価、緊急時の対応、PTAなどバナーを新設し、内容の見直しも進めてきた。
　各バナーの効果的な活用方法について各自が意識していくことや、日常の様子や学習
活動に焦点を当てたブログをより多く掲載するなど、内容の充実に向けて改編を更に進
めていくことが課題である。また、ブログ更新の回数を増やすための人員配置を校務業務
に位置づけることや、個人情報の保護の観点から、写真の選定をより丁寧に行っていく必
要がある。

訪問教育 訪
問
教
育

訪
問
教
育

今年度、訪問教育では、「家庭・関
係機関との連携」「受け入れ学年、
クラスとの連携」を指導支援の重点
目標にしています。訪問教育の取り
組みについて伺います。

①上記重点目標の内容について、
学校はよく取り組めていたと思いま
すか。

支援部

重点目標

（２）（４）

支
援
部

支
援
部

高等部

重点目標

（３）（５）

高
等
部

高
等
部

今年度、高等部では、「人との接し
方（挨拶、返事、身だしなみ等）」
「互いの尊重、助け合い」を指導支
援の重点目標にしています。学部
での取り組みについて伺います。

①上記重点目標の内容について、
学校はよく取り組めていたと思いま
すか。

分教室

重点目標

（３）（５）

分
教
室

分
教
室

今年度、分教室では、「互いの尊
重、助け合い」「情報リテラシー力の
向上」を指導支援の重点目標にし
ています。分教室での取り組みに
ついて伺います。

①上記重点目標の内容について、
学校はよく取り組めていたと思いま
すか。

中学部

重点目標

（３）（５）

中
学
部

中
学
部

今年度、中学部では、「場に応じた
言動（あいさつ、お礼等）」「清潔（手
洗い・マスクの着用）」を指導支援
の重点目標にしています。学部で
の取り組みについて伺います。

①上記重点目標の内容について、
学校はよく取り組めていたと思いま
すか。

小
学
部

中
学
部

高
等
部

3.35

3.19

3.39

3.50

　「児童生徒一人一人の可能性を可能な限り伸ばし、社会の一員として自立し、自己実現と共生に向けて
主体的な取組を行える児童生徒の育成を目指す」

分
教
室

訪
問
教
育

支
援
部

(3)校務や教育におけるICT機器の活用を推進します。

アンケート項目（保護者）

3.46

小学部

重点目標

（２）（５）

小
学
部

小
学
部

今年度、小学部では、「あいさつ」
「マスクの着用・手洗い」を指導支
援の重点目標にしています。学部
での取り組みについて伺います。

①上記重点目標の内容について、
学校はよく取り組めていたと思いま
すか。

自己評価項目（教員）

評価基準

A（４）：よくできた

B（３）：できた

C（２）:あまりできなかった

D（１）:できなかった

評価基準

A（４）：はい そう思う

B（３）：どちらかといえばそうである まあそう思う

C（２）：どちらかといえばそうではない あまりそう思わない

D（１）：いいえ そう思わない

E（０）：知らない わからない
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アンケート回収率

小学部 ： 86%

中学部 ： 74%

高等部 ： 70%

分教室 ： 78%

訪問教育：100％



教務部

重点目標
(2)(3)

１　ＩＣＴ機器を活用すること
ができるように、教員のスキ
ルアップをはかる。

１　様々な研修会で得られた知見につい
て、全教員に周知する。

1　ＩＣＴ機器活用について、全職員向けの研修会を計
画中である。研修会を実施することで、全職員が知
識・技能を共有することができると考える。
　　また今後、得られた知識や技能を、授業や日常の
指導支援に生かすことができると考える。 教

務
部

1　ＩＣＴ機器活用についての知識・技
能を、教員が共有することができた
か。
　　得られた知識や技能を、授業や日
常の指導支援に生かすことができた
か。 3.11

１　教員がＩＣＴ機器活用についてのス
キルを上げることができたか。

3.06
教
務
部

①学校の授業や行事で、ICT機器
が有効に活用されていると感じま
すか。

2.16
教
務
部

　教員のＩＣＴスキル向上についての自己評価では、８割を超える教員がポジティブな評価
をしており、スキルが向上していると考えられる。しかし、保護者の実感としては、約半数
しかＩＣＴ機器が有効に活用されているとは感じておらず、引き続き、授業や行事での活用
を推進するとともに、活用状況を通信等で保護者に発信していく必要がある。
　また、校内のICT環境が充分に整備されていないことは大きな課題である。今年度の児
童生徒の増加に対するタブレット端末の追加配備はなく、全児童生徒数分に20数台、足
りていない。WiFi環境についても、数か所、未設置の特別教室等があり、すべての教室を
網羅できていない。回線は脆弱で、全教室に映像等を配信しようとすると、フリーズしてし
まうことがある。今後の改善が望まれる。

１　わかりやすい情報を発信
し、学年と連携しながら保護
者へのサポートの充実を図
る。

１　進路通信の内容を吟味し、わかりやす
く伝えるように工夫する。学年や担任と連
携し、必要な情報を確実に発信するよう努
める。

1 進路通信は小・中・高と全校配布することを念頭に
置き、内容を吟味しわかりやすく書くように努めた。
個別の質問等は担任と連携し、連絡帳や電話で対応
をしている。

1　進路通信の内容が適切で、文章は
平易で読みやすいか。
　　学年や担任と連携し、必要な情報
を確実に発信することができたか。

3.31

１　確実に情報を発信し、生徒や保護
者の疑問や不安を軽減することができ
たか。

3.18

①進路通信やホームページ等で、
お子さまの進路に関して必要な情
報を得ることができていますか。

2.78

　進路に関しての情報提供の中心は、高等部の各学年と中学部で１回実施する進路説明
会となる。それを補ったり、小・中学部の保護者への啓発を含め、日頃気を付けておいて
欲しいことや、進路選択・キャリアプランニングの視点で参考になることを意識して通信を
発行している。しかし、懇談等の質問で、すでにお知らせしていることの質問をいただくこ
とがある。通信等の一方通行の発信では届かないことも多いので、繰り返して伝えたり、
わかりやすく丁寧な発信を常に心掛けていく必要がある。

２　本人にとってよりよい
キャリア形成を念頭に、進路
指導を行う。

２　学校及び家庭の生活全般において、
キャリア形成を目指した指導支援が行える
よう、保護者や担任と連携する。

２　実習に対する取り組みの中で、進路実現に向け
て学校生活や家庭での過ごし方等についての相談・
アドバイスを担任と連携して行っている。

2　生徒一人一人のキャリア形成を念
頭に、担任や保護者と連携できたか。

3.23

２　本人、保護者が進路指導に納得
し、進路先のイメージを共有できてい
るか。

3.15

　進路に対する考え方、家庭環境、生徒の状況がそれぞれ違うため、進路の方向、目標
が大きく異なる。日常の生徒の様子を把握するために担任と進路指導部との連絡相談を
行っているが、より連携を強化していきたい。卒業後の進路先、さらにもっと先の生活のイ
メージを持つことで家庭での取り組みの重要性を促し、学校と連携しながら本人のキャリ
ア発達を進めていくことが大切になる。進路懇談や担任からの働きかけにより、家庭への
意識向上をより進めていきたい。

1 児童・生徒が健康で、安
心、安全な学校生活を送る
ため、「学校の新しい生活様
式」に則り、感染症対策を継
続する。

１　感染症対策においては、家庭、学校全
体で連携する。また、校医などの専門家の
意見を参考にする。
保護者や教員に積極的に情報発信を行
う。

1 こやのさとスタイル（ダイジェスト版、マニュアル）に
ついて、感染状況に応じて、学校医の意見を聞き、
文科省や県教委の基準に合わせて見直しを行った。
その都度、校内グループウェアと学校ホームページ
にアップし、全職員、保護者と情報共有できるように
した。

１　専門家の意見も参考にしながら、
わかりやすいマニュアルを作成できた
か。
　　また、それを学校と家庭とで共有し
連携することができたか。

3.46

１　保護者は、おたよりやホームペー
ジで情報を知ることができたか。
　職員は、会議や掲示板等でタイム
リーに情報を得ることができたか。

3.42

①学校の感染症対策について、
分かりやすくお伝えすることはでき
ていましたか。

3.46

　今年度は、感染症対策を「こやのさとスタイル」として、マニュアルとダイジェストを学校
のホームページにあげるようにした。また、デルタ株、オミクロン株の流行に合わせて、健
康チェック表を保護者に配布し、協力いただいた。文書や掲示だけではなく、ホームペー
ジにあげることで、周知することができたと思われる。評価がA,B合わせて、95％になって
いるのは成果ととらえていいだろう。2年に及ぶ感染症対策を保健部だけで担うことは負
担が大きいため、今後は、校務運営委員会などの組織に移管していきたい。

２　児童生徒に自らの健康
を守るための能力を身につ
けさせるため、健康教育の
推進を図る。

２　月間保健目標及び給食目標について
の学習を通じて、心身の健康教育を行う。
内容について、学校のホームページや保
健だよりを通じて発信する。

２　月間保健目標と給食目標についての学習を行う
よう、保健部が教材（プレゼンテーション）を製作し、
生徒用ファイルサーバーに入れ、各クラスで活用して
できるようにした。従来のポスターだけの周知より、
視覚的に学習でき、意識付けができたと思われる。

２　クラスの活動の中で保健目標や給
食目標について指導することができた
か。
　　また、内容について情報を発信す
ることができたか。 3.37

２　児童生徒は、保健目標や給食目標
を理解したり意識したりすることができ
たか。

3.20

②保健目標や給食目標につい
て、通信等でお伝えすることはで
きていましたか。

3.52

　保健部員の協力により、毎月の保健目標、給食目標についての学習用教材（プレゼン
テーション）を作って、毎月各クラスで、保健学習に取り組んでもらえるようにアナウンスを
行った。その結果、A,B合わせて98％の評価を得ることができた。また、保健だよりや給食
だよりによって、保護者や職員にも情報を発信した。今後も、教材を作り貯めて、児童生
徒の指導に活かしていけるよう、工夫していきたい。

３　望ましい食習慣の形成を
図るため、衛生的な給食管
理の下に栄養バランスの取
れた献立内容の充実を図
る。

３　給食だよりを通して、成分表を家庭に配
布し、給食室における衛生・感染症対策の
情報と食材や栄養についての情報を発信
する。

3　給食だよりを配布し、感染症予防に役立つ衛生管
理や栄養に関する情報を発信した。クラス掲示用の
献立は献立名だけでなく、毎日の食に関する情報を
提供するように変更した。

３　給食の献立や環境の調整ができ
たか。
　児童生徒や保護者に対して、情報
提供ができたか。

3.45

3　安心安全に、栄養バランスの取れ
た給食を提供することができたか。

3.40

③給食のメニューや食材、栄養等
について、分かりやすくお伝えす
ることはできていましたか。

3.57

　今年度、給食だよりや献立表を再編することで、保護者や教職員に向けて献立に関す
る情報量を大幅に増加させることができた。今後も改良を重ねながら、情報提供を継続し
たい。
　今後は校内のICTを活用する、保健委員との連携を行い情報発信の取り組みをしてもら
う等、栄養情報の発信についてはさらなる取り組みの余地があると思われる。

１　他部署とも連携し、感染状況に合わせ
てその都度訓練行事などの内容を見直
す。また、それらの活動の様子について、
学校ホームページなどで情報を発信する。

感染状況に合わせながら、各訓練行事を行うことが
できた。地震避難訓練は、「小学部」と「中学部、高等
部」の二段階で訓練を行う内容としている。　訓練の
様子はホームページにアップし、災害に対し備えの大
切さも伝えることができた。

１　保健部など他の分掌とも連携し、
適切な感染症対策を行うなど、内容の
検討ができたか。
　　また、情報発信ができたか。

3.42

1　安全に、訓練等行事を行うことがで
きたか。
　　その活動について、保護者に情報
が伝わったか。

3.38

①訓練行事等について、内容や
様子をお伝えすることはできてい
ましたか。

3.07

　その時々の感染状況に合わせながら、実施用法を考えすべての訓練（火災・地震・水
害・不審者・スクールバス）を行うことができた。新たに地震避難訓練では、緊急速報から
避難するまでの教材を作成し、教材に合わせた避難訓練を行うことができた。ブログで訓
練ごとに、情報を発信することもできた。また、他の分掌とも連携しながら感染対策をとり
スクールバスを運行することができた。
　今後も引き続き情報を発信ししていくこと、児童生徒に災害発生から避難までをわかり
やすく伝えていくことが課題である。

２　児童生徒会を中心に、児童生徒が主体
的に仲間づくりについて取り組めるよう指
導支援を行う。また、それらの活動の様子
について、学校ホームページなどで情報を
発信する。

２　児童生徒会役員が意見を出し合い、手洗いなど
の感染予防動画を作成した。全校に周知することで
感染予防のきっかけ作りになった。　児童生徒会の
活動状況は、定期的なホームページへのアップ、こ
やの里便りで伝えることで保護者が知る機会を増や
すことができた。

２　感染症対策を行いつつ、児童生徒
が主体的に活動できるように指導支
援を行うことができたか。
　　また、情報発信ができたか。

3.38

2　児童生徒会が、主体的に仲間づく
りについての活動を行うことができた
か。
　その活動について、保護者に情報が
伝わったか。

3.24

②児童生徒会の活動が活発にな
されていると感じますか。

1.99

　昨年度より児童生徒会選挙、役職などを見直し児童生徒会活動を進めている。コロナ
禍の中で制限（全校行事などができないなど）はあったが、オンラインなどを取り入れなが
ら、可能な限り生徒会活動を進めることができた。生徒会役員を中心に感染症対策動画
を作成したり、災害食配布活動も行うことができた。今後のコロナの状況に変化はある
が、様々な方法で行事を行うバリエーションが増えたことも成果となった。
　今年度はブログにあげる回数を増やしたりこやの里便りで生徒会活動について情報発
信を行ったが、結果を見るとまだまだ情報を発信について力をいれていく必要がある。

1 研修会等を通してPDCAサ
イクルを意識した授業づくり
の理解を深めるとともに　研
究日等を活用しながら、児
童生徒が主体的・意欲的に
取り組める授業を考える。

1　研究日を効果的に活用できるよう設定
する。
　　児童生徒の実態から「つけたい力」を考
え、観点別評価シートを活用して、授業前
後の評価を行うことで、一人ひとりに適した
支援方法を模索する。

１　コロナ渦であったが、全学部学年で公開研究授
業を実施することができた。研究日等を利用した授業
づくりの中で、学年等で付箋ワーク等を活用し、子ど
もの実態から目標・手立てを考え、事前学習での振り
返り等を通して、学年の中で授業に対する意見交換
等ができた。

１　研究日の取組を明確化し、学年で
相談しながら、授業づくりについての
研究にとりくむことができたか。
　　授業後の反省会等でも次の授業
につながるような取組の振り返りがで
きたか。

3.36

1　児童生徒が主体的・意欲的に取り
組める授業づくりができたか。
　　授業後の反省会でも、次の授業に
つながるような振り返りができたか。

3.34

　研究日等を活用して、公開研究授業の授業づくりを学年団等で検討することができた。
また、学部実践報告会を通して、各学年の授業の取り組みを学部で共有することができ
た。課題としては、コロナ禍ということもあり、異学部間での授業交流は難しい面もある
が、全校実践交流会などで他学部の授業を見る機会を設けることで、学校として授業実
践のつながりを意識できるとよいと思われる。

２　校内研修会や公開研究
授業参観等を通して、授業
の取り組み方や支援方法等
の研修や交流を行う。

２　感染防止を念頭におきながら、校内研
修会の内容、方法等を検討する。同様に、
公開授業においても取り組み方、参観方
法等を検討する

２　授業研究に関する研修会を７月と１１月に設ける
ことができた。本校教員のビデオを活用して、授業改
善の具体的な学びを得ることができた。学部ごとの実
践報告会では、各学年の取り組みを交流することが
できた。

２　校内研修の内容や方法を検討し、
授業づくりに生かせる情報等を教員に
提供できたか。

3.33

2　教員は、研修会や公開授業などを
通して、授業づくりに生かせる情報等
を得ることができたか。

3.31

　今年度は授業研修会を２回実施することができた。授業研修会を通して、「わかって動
ける授業づくり」の根幹や授業を考える上でのポイントなどを再認識することができた。次
年度もより、具体的な職員が共有しやすいポイントを考えながら、研修会の運営を考えて
いきたい。

１　自立活動研究日等を計
画的に運用し研修機会を設
定する。

１　各学部の状況に応じて年間５回の自立
活動研究日を設定し、効率的に運営する。

1 学部の実態に応じて研究日をスケジューリングし、
計画的に実施することができた。資料や映像を事前
に準備することでより理解を深めることができた。

１　各学部の実態に応じて自立活動
研究日の計画的な運営ができたか。

3.29

1 自立活動研究日の内容が周知さ
れ、教員は研修機会を有効に活用す
ることができたか。

3.26

　自立活動研究日の内容を周知しておくことで、発表者が児童生徒の動画・写真や教材
を準備し、具体的に分かりやすく研修を進めることができた。こうした事柄が、児童生徒に
ついての共通理解を進めることに繋がり、９割の方々の理解を得ているのだと思われる。
新しい先生方も含め、取り組みの意義や目的をもう一度再確認していくことでもう少し自
立活動研究日の理解が深められるのではないかと思われる。

２　児童生徒の実態に基づく
専門的な指導方法を共有
し、充実させる。

２　事例研究、授業交流、専門家の情報
等、実践的内容で企画する。

2　専門家からの助言や、授業づくりの工夫を共有す
ることで、指導のアイデアや視点を共有することがで
きた。

２　事例研究、授業交流、外部専門家
のいずれかを活用できたか。

3.26

2　児童生徒の障害特性や発達に応じ
た授業づくりについて、専門的な知見
を共有し、活用することができたか。

3.24

　外部講師の活用は非常に貴重な機会であるが、総時間数が少ないのでアドバイスを共
有することが大切である。今年度は、自立活動研究日や学年会を情報共有の場として設
定したことが効果的であったと考えられる。次年度以降も、相談者や担任のみで終わらせ
ずに、広く共有することが大切と思われる。
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